
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示した
マイプランの成果指標を達成した教
師８５％以上

・嬉野メソッドの授業を徹底する。
・授業に適切な言語活動を設定す
る。

Ｂ

多くの教師が適切な言語活動を取り入れ、分かりやすい授業の実践
を行っており、「授業はわかりやすい」と答えた生徒は９２．３％いる。
今後はさらに、身に付けさせたい力を明確にした授業を目指す。

Ａ

・嬉野メソッドが定着しており、全ての教師が授業の中で適切な言語
活動を設定し、学力向上に向けた取組をすることができている。課題
の共通理解と共通実践を基に、各教師が立てたマイプランの成果指
標を９０％以上の職員が達成することができた。また、９２．２％の生
徒が「授業はわかりやすい」と答えている。今後は、個々の学習の定
着状況に応じた、より丁寧な指導を心掛けたい。

Ａ

・嬉野メソッドの共通理解により、全職員が一丸となった取組
の成果が出ている。
・学習状況調査の結果からも、生徒への学力保障がなされて
いると判断する。

・学力向上コーディネー
ター
・研究主任
・校内研教科等部会

○学習意欲の向上 ○「計画的に家庭学習をしている」生
徒８０％以上

・家庭学習について個に応じた指導
をする。
・ICT機器を活用し、わかる授業づく
りを行う。 Ｂ

・「計画的に家庭学習をしている」生徒は７４．７％であったが、各学
年とも自主学習ノートの取り組みで個に応じた課題を精選して出すこ
とで家庭学習の習慣のさらなる定着を目指す。

Ｂ

・「計画的に家庭学習をしている」生徒は６９％にとどまり、中間評価
を下回る結果であった。テスト前は計画的に学習できているが、日常
の取組が不十分であるため、自主学習ノートの取組において個に応
じた課題を提示するなど具体化していきたい。
・電子黒板やタブレット等のICT機器を活用し、視覚的・聴覚的にわ
かりやすい授業づくりは進んでいる。９２．２％の生徒が「授業はわか
りやすい」と答えている。

Ｂ

・９割の保護者が子供への家庭学習の声かけをしていると回
答しており、今後は子供たち自ら勉強しようという意欲をもた
せる指導の工夫が必要と思われる。

・学力向上コーディネー
ター
・研究主任
・校内研学習習慣部会

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活動

○「自他の生命や人権を尊重してい
る」生徒９０％以上

・人権・同和教育、道徳等において
人権の視点に立った授業や体験活
動を行う。
・コミュニティ・スクールを活用し、地
域との連携を充実させる。

Ａ

・沖縄慰霊の日の集団読書、平和集会等で人権の大切さ思いやりを
もった人との関わり方について指導しており、「自他の生命や人権を
尊重している」生徒９８．２％いる。
・１年吉田焼絵付け体験や２年職場訪問、うれしガーデン定植など工
夫し、地域と連携することができた。

Ａ

・１２月の人権週間では、人権に関するマークやクイズ等を活用し、
人権の大切さを考え、各学級で「人権スローガン」を作成した。成果
としては、「自他の生命や人権を尊重している」生徒９８．５％であっ
た。
・１年お茶の淹れ方教室や職業講話、３年うれしガーデン定植、全学
年読み語りなど、工夫しながら地域と連携することができた。

Ａ

・人権意識を高める工夫した取組がされていると思う。
・地域との連携で毎週水曜日朝「読み語り」を実施している。朝
の生徒の顔を見て、安心感を覚える。

・人権・同和教育
・道徳教育
・学校行事企画
・コミュニティ・スクール

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

〇「いじめを受けていない、いじめを
していない、いじめを見逃していな
い」生徒９５％以上

・「いじめ」に関する定期的な指導と
注意喚起を行い、予防と撲滅に努め
る。
・情報リテラシーについての知識を
高め、SNSの危険性への意識を高め
させる。

Ｂ

・「いじめを受けていない、いじめをしていない、いじめを見逃していな
い」生徒８７．８％であった。小さなトラブルもいじめとして捉え、今後
も対応をしていく。
・SNSの利用アンケートをとり、生徒・保護者へ啓発の文章を発行し、
夏休み前に生徒へ指導を行った。

Ｂ

・「いじめを受けていない、いじめをしていない、いじめを見逃していな
い」生徒９１．８％であり、前回よりも良くなった。いじめをなくす、人と
平等に接するなど人権意識が高まってきている。
・ＳＮＳの危険性を生き生きタイムや集会等で指導を行った。ネットの
正しい使い方について、今後も継続的な指導を行っていく。

Ａ

・いじめの早期対応に向けて体制がつくられていると思う。
・いじめを受けなかったという数値を評価するのか、もしくは早
期発見対応の取組を評価するのか、「いじめが減った」は「発
見できていない」とも考えられる。
・情報リテラシーやSNSに関する指導の後の振り返りや、繰り
返しの指導を計画に盛り込んではどうか。

・生徒指導
・教育相談

○基本的なしぐさに基づいた、挨拶
と毎日の丁寧な掃除

・「挨拶をすすんでしている」生徒８
５％以上
・「掃除を丁寧にしている」生徒８５％
以上

・挨拶の目的と意味を知らせ、場に
応じた挨拶の仕方を指導する。
・掃除では、年度初めに掃除の仕方
を身につけさせ、継続的に指導を行
う。

Ａ

・生徒会で毎朝挨拶運動を行っている。その結果、「挨拶をすすんで
している」生徒９３．３％だが、校外で自ら挨拶をすることにはまだ課
題がある。
・「掃除を丁寧にしている」生徒９６．８％であったが、本来の目的の
「きれいにする」までにはもう一歩である。

Ａ

・「挨拶をすすんでしている」生徒は９０．８％であった。生活委員会
の活動を通して、気持ちの良い挨拶ができる生徒は増えた。
・「掃除を丁寧にしている」生徒は９６．１％であった。無言掃除や無
言での移動については、環境美化委員会の活動として、アンケート
や放送での呼びかけをしたことで意識する生徒が増えた。

Ａ

・同じ地域に住んでいて、朝出会う生徒は皆挨拶をしてくれる。
・成果指標を十分達成できている。

・生徒会

●「望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考え
る児童生徒９５％

・生徒会と連携し、給食時の放送等
で給食への関心を高める。
・学校栄養職員と連携し、必要な栄
養について知識を深め、自己の健康
管理を意識させる。

Ａ

・給食に用いられている食材や調理方法、料理に関する知識を、毎
日給食時に放送で読み上げたり、配膳室前に掲示した。
・学校栄養職員による給食指導と栄養バランスの良い食事について
の講話を6回、給食の時間に取組んだ。
・「健康に食事は大切である」と考える児童生徒は９７．５％であっ
た。

Ａ

・「健康に食事は大切である」と考える生徒９８．９％と、中間評価より
状況はよくなった。
・給食週間の１週間は、給食の歴史や給食に関連する情報の放送を
行った。給食の始まった理由や地域の郷土料理、メニューについて
の話などを委員会で考え放送した。

Ａ

・食に対する意識の高まりが見られてよい。
・給食でカバーできる範囲がどれくらいか分からないが、保護
者にもよい影響が及ぶくらいになればよいと思う。 ・給食指導・食育

○望ましい生活習慣の形成 ○「時間を意識して、生活を送ってい
る」生徒８５％以上

・家庭での学習時間や生活リズムに
ついて振り返らせ、生活の見直しに
つなげる。 Ａ

・「時間を意識して、生活を送っている」生徒は９３．７％であった。引
き続き、生活記録表を記入し、生活時間や学習時間の見直しを行う
機会をつくる。 Ａ

・「時間を意識して、生活を送っている」生徒は９０．８％であった。
・生活記録表を記入し、生活時間や学習時間の見直し、個別の指導
を行った。
・集計結果や今後の課題についての便りを出し、家庭との連携を
図った。

Ａ

・生活記録表による意識づけと習慣化が工夫されていると思
う。
・「望ましい生活習慣の形成」の中に、家庭学習の時間をうまく
組み込み、その定着を図る工夫が望まれる。

・研究主任
・校内研生活習慣部会

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日を適切に設定する。
・部活動休養日を適切に設定する。
・効果的・効率的な業務推進をする。

Ｂ

・毎週水曜日を新たに定時退勤日に設定した。「定時退勤日を実践
している」教員７１．４％、「部活動休養日を適切に設定している」教
員１００％、「業務を効率的に行うための工夫をしている」教員８０．
９％であった。
・全職員の９月までの時間外勤務の平均時間数が、昨年度より５時
間程度減少した。

Ａ

・今年度新たに毎週水曜日を定時退勤日に設定した。「定時退勤日
を実践している」教員９０．９％、「部活動休養日を適切に設定してい
る」教員１００％、「業務を効率的に行うための工夫をしている」教員９
０．９％と中間評価時より取組状況はよくなった。
・全職員の１月までの時間外勤務の平均時間数が、昨年度より４時
間程度減少した。成果指標達成までには至っていないが、昨年度よ
りも時間外勤務を大幅に削減できた。

Ａ

・部活動指導など多忙の中、時間外勤務の削減ができていて
よいと思う。
・教師のメンタルや体調の不良も増える中、よりよい職場の環
境づくりを継続して進めてほしい。
・年間の時間外勤務時間を３６０時間以内にすることを目指す
べきと考える。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○「特別支援教育の理解を深め、個
に応じた指導・支援に努力している」
教師８５％以上

・支援を要する全ての生徒に対して、
個別の支援計画を作成し活用する。
・ＵＤを意識した教室環境や板書の
仕方等、生徒の状況に配慮した指導
を共通実践する。

Ａ

・「特別支援教育の理解を深め、個に応じた指導・支援に努力してい
る」教師９５．２％
・夏休みには、発達障害のある生徒への合理的配慮について職員
研修を行った。
・支援の必要な生徒の後学期の支援計画をたてる。

Ａ

・「特別支援教育の理解を深め、個に応じた指導・支援に努力してい
る」教師は９５．４％であった。
・発達障害のある生徒、及び傾向のある生徒に対して、合理的配慮
に関しての職員研修を行い、学校生活の中で実践に役立てることが
できた。
・支援の必要な生徒に対してケース会議を持ち、共通理解を図った。

Ａ

・生徒一人ひとりの個性や特性によりそう指導がなされている
と思う。
・年々増えている印象がある。将来を見据えた取組も必要だと
思う。

・特別支援教育

◎キャリア教育の充実

◎将来の夢や進路について、自分
の考えを持つことができる生徒の育
成

◎「将来の夢や進路について、自分
の考えをもっている」生徒８０%以上

・キャリア教育を推進し、自分の将来
について考える機会をつくる。

Ｂ

・「将来の夢や進路について、自分の考えをもっている」生徒７３．３%
であった。
・学活の授業などを通して、進路学習を行い、自分の将来について
考える機会をつくる。

Ｂ

・「将来の夢や進路について、自分の考えをもっている」生徒は７２．
９%であった。目標値は下回ったが、１・２年生では前回より向上して
いた。３年生でも進路について自分の考えをはっきり持っている生徒
は増加していた。今後は、各学年の現状に合わせた指導が必要であ
る。
・職場訪問や高校調べなどの進路学習を行い、進路意識の向上を
図った。

Ｂ

・成果指標にはわずかに及ばなかったものの、いろいろと工夫
して指導されていると思う。文化発表会の総合的な学習の時
間の発表を見たが、観客を惹きつける工夫がされていると感じ
た。そのようにキャリア教育もできるとよいと思う。
・将来の夢や進路について自分の考えをもっている生徒を増
やすには保護者の協力が必要である。学校は進路意識の向
上を図るためにいろいろな機会を生徒に与えることが大切で
ある。

・進路指導

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 嬉野市立嬉野中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

１　学習意欲・・・・・タブレット活用研修等を行いICT利活用教育の推進はできたが、家庭学習において個に応じた指導が不十分であった。家庭における学習意欲を向上させるにはまだ課題がある。宿題の出し方の工夫が必要である。
２　生活習慣・・・・・生活記録表を活用した個別の支援や、記録表の分析結果、課題等を活用した家庭との連携を行った結果、基本的生活習慣の定着につながった。生活記録表を活用した家庭学習習慣の定着を図る情報発信を継続的に行い、家庭と連携をしていく必要がある。
３　人権意識・・・・・人権・同和教育、道徳等の授業や、行事等の体験活動を実施し、様々な価値観や違いを認め合う人間関係作りができた。しかし、コロナ禍の影響もあり、まだまだ現実の人対人のコミュニケーション能力を高める必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上では、西部型授業が定着し、さらに課題解決に向け意図的・計画的に「書く活動」「話し合う活動」等を仕組んだ結果、思考力・判断力・表現力が向上した。家庭学習習慣の定着にまだ課題があり、取組を強化する必要がある。
・不登校対策では、家庭や関係職員、関係機関との連携を密にとり、誰か・どこかとつながりをもつことで学校との関係を保持し、その結果不登校を改善することができた。情報の引継ぎを丁寧に行い、継続して支援を行う必要がある。
・いじめ対策では、観察やアンケート等で覚知したあとの対応を、迅速かつ丁寧にすることができた。ＳＮＳいじめやコロナいじめなど様々ないじめ問題への対応が必要だが、今後は特にＳＮＳを介したいじめの予防に力を注ぐ必要がある。
・ＩＣＴ利活用教育では、授業やオンライン学習でのタブレット端末の活用を進めることができた。しかし、ネットワーク環境に課題があり、授業での活用が大きくは進まなかった。今後は多方面に働きかけ、ネットワーク環境の改善をする必要がある。

２　学校教育目標 夢に向かう颯爽とした生徒の育成
～「嬉中まなび力」「嬉中しぐさ力」「嬉中きずな力」～

３　本年度の重点目標
１　学習意欲・・・・・個に応じた指導やICT利活用教育の推進を図り、学習意欲の向上に努める。
２　生活習慣・・・・・家庭との連携を強化し、基本的生活習慣の定着を図る。
３　人権意識・・・・・様々な価値観や違いを認め合う人間関係作りを推進する。


